
管 内 概 況 
 

 

 

 

ＵＢＥビエンナーレ 

 ビエンナーレとは２年に一度開かれ

る美術展覧会のことで、１９６１年（昭

和３６年）から始まったＵＢＥビエン

ナーレ（現代日本彫刻展)は２０１１年

秋に開催した第２４回をもって５０周

年を迎えました。（宇部市） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

竜王山 

 頂上の展望台は３６０度のパノラマ

が楽しめ、「せとうち夢海道５０景」に

も選ばれています。春には、１万本の

桜が咲き誇り、初夏にはヒメボタルが

幻想的に輝きます。（山陽小野田市） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



平成２６年４月１日現在 

管内概要 

（Ｐ1～17） 
管轄面積 

420.70km2 

 

構成市 

宇 部 市 

山陽小野田市 

人口と世帯数 

人 口 235,978 人 

世帯数 107,012 世帯 

総務関係 

（Ｐ19～32） 

職員数 

定員 298 人 

実員 298 人 

常備消防費予算 

2,993,636 千円 

 

署所 

消防署 4 署 

出張所 4 所 

予防関係 

（Ｐ33～46） 
防火対象物 

9,451 施設 

危険物施設 

1,579 施設 

防火クラブ 

幼年消防クラブ 17 

少年消防クラブ  8 

婦人防火クラブ  2 

警防関係 

（Ｐ47～54） 

消防車 

ポンプ車等 31 台 

その他車両 31 台 

救急車 

高規格救急自動車 11 台 

 

消防水利 

消火栓 3,540 基 

防火水槽 370 基 

火災等統計関係 

（Ｐ55～74） 
火災件数 

火災件数 86 件 

死 者   4 人 

負傷者  13 人 

救急出動 

出動件数 10,249 件 

搬送人員  8,649 人 

 

救助出動 

出動件数 131 件 

救助人員  92 人 

 

消防団関係 

（Ｐ83～101） 

宇部市消防団 

分団数 15 分団 

団員数  651 人 

山陽小野田市消防団 

分団数 13 分団 

団員数  422 人  
 

広さは 
構
成
市 

人数 

予算 
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管 内 概 況 

１ 構成市の概要 

 

 (1) 宇部市の概要 

宇部市は、本州西端の山口県の南西部に位置し、西は山陽小野田市、東は山口

市、北は美祢市に接し、南は瀬戸内海に面しています。 

交通環境を見ると、鉄道は山陽本線及び宇部線が東西に走り、高速道路は山陽

自動車道が市の中央部を横断し、海浜部には重要港湾である宇部港があり、山口

宇部空港も市街地に近い位置にあるなど、陸海空それぞれの交通環境が整ってい

ます。 

気候は、温暖で、雨が比較的少ない典型的な瀬戸内海式気候で、市中央部以北の丘陵地には豊かな

自然があふれ、様々な動植物が生息しています。また、南は海に面していることから、山と海の幸に

も恵まれています。市街地には真締川や厚東川が流れ、貴重な水辺環境を有しています。 

今日の宇部市発展の礎は、明治期以降の石炭産業の振興により築かれました。 

その後、我が国のエネルギーの需要構造の転換にいち早く対応し、近代的な工業都市へと変ぼうを

遂げ、現在も瀬戸内有数の臨海工業地帯を形成しています。 

この間、急激な工業化の進展に伴い生じた、ばいじん降下による大気汚染などの公害問題に対し、

産官学民一体となった「宇部方式」による公害対策に取り組み、この環境改善を図った実績は、産業発

展と市民福祉の調和を目指す先進的事例として広く知られるところとなり、平成9年（1997年）、国連

環境計画（UNEP）から「グローバル500賞」を受賞し、これまでの環境の保護・改善への功績が高く評

価されています。 

 

 

 (2) 山陽小野田市の概要 

山陽小野田市は、山口県の南西部に位置し、東は宇部市、西は下関市、北は美

祢市に接し、南は瀬戸内海に面しています。 

市中央部から南部の丘陵地や干拓地を中心に発達した市街地を取り囲むよう

に里山、河川、海などの豊かな自然のほか、森と湖に恵まれた公園や海や緑に囲

まれたレクリエーション施設があり、優れた自然環境に包まれています。 

気候は、年間を通じて温暖で、降水量の少ない典型的な瀬戸内型気候を示し、

生活環境としても産業立地上も好条件を備えています。また、市内には山陽自動車道、ＪＲ山陽新幹線

厚狭駅があり、隣の宇部市には山口宇部空港があるなど、高速交通網の利便性にも富んでいます。 

古くから山陽道や山陰と山陽を結ぶ交通要衝の地として栄え、古墳時代から当地を治めていた豪族が

いたことを示す古墳群が分布しています。中世から近世初頭に「信濃の国から長門の国に住み着いて厚

狭川に大きな堰を造って、荒地であった千町ヶ原に水路を引き、美田をつくった」という大工事がなさ

れていますが、公的な記録には、いつ誰によって築かれたのか、発見されておらず、ここから「厚狭の

寝太郎」伝説が誕生したと言われています。 

江戸時代には石炭産業が盛んになり、明治期以降、日本初の民間セメント会社が創立されるなど、窯

業・化学工業を中心に工業の街として発展してきました。この窯業の歴史を踏まえて、平成15年（2003

年）、きららビーチ焼野にガラス工房がオープンし、全国レベルの現代ガラス展なども開催されていま

す。 
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２ 構成市の位置図 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 人口（人） 世帯数 面積（km2） 市の木 市の花 

宇  部  市 １７１，２２０ ７８，５５３ ２８７．７１ クスノキ 
サルビア 

ツツジ 

山陽小野田市 ６４，７５８ ２８，４５９ １３２．９９ クロガネモチ ツツジ 

計 ２３５，９７８ １０７，０１２ ４２０．７０ － － 

平成２６年４月１日現在 
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３ 消防の沿革 

 

（１）宇部市消防の沿革 

（西暦）  年  月  日 沿    革 

1921年 大正１０年１１月１１日 

 

 

1931年 昭和 ６年 

 

1939年 昭和１４年 ４月 １日 

 

 

1941年 昭和１６年 

 

1943年 昭和１８年 

 

1944年 昭和１９年 ３月２４日 

 

 

 

1947年 昭和２２年 ９月 

 

 

1947年 昭和２２年１２月２３日 

 

 

1948年 昭和２３年 ３月 ７日 

 

 

 

 

 

1948年 昭和２３年 ７月２４日 

 

 

 

1950年 昭和２５年 ９月１６日 

 

 

1954年 昭和２９年１０月 １日 

 

1956年 昭和３１年１１月 

 

1960年 昭和３５年 ９月 １日 

 

 

村から一躍市政を施行。消防組織は消防組と称し、市域を４部に分け、

各部３２人をもって組織し、腕用ポンプを配備 

 

藤山村と合併し、消防組の組織が拡充強化 

 

消防組を警防団に改名し、市域を１１分団、各２５０人程度に 

編成 

 

厚南村と合併し、消防組の組織が拡充強化 

 

西岐波村と合併し、消防組の組織が拡充強化 

 

宇部市小串通り渡辺翁記念会館内に山口県宇部消防署が設置（勅令第

１３７号特設消防規定に基づく）され、防府市と山口市にその出張所

を設置 

 

終戦による警防団の解散に伴い、新たに１１分団定員４１９人の消防

団が結成 

 

消防組織法が公布され、従来の官設消防は、警察から分離して民主的

な自治体消防として発足 

 

消防組織法の施行に伴い、宇部市消防本部を宇部市常盤通り一丁目宇

部市役所内に設置し、宇部市消防署は従前どおり渡辺翁記念会館内に

存置して、自治体消防として新発足 

また、防府、山口両市の出張所は宇部消防署の管轄を離れ、人員機材

をそのままに両市自治体消防として発足 

 

消防法が公布され、消防業務は従来の水火災の防御鎮圧分野から大き

く進展し、火災予防、原因の調査、建築許可等の同意、危険物の取締

等の消防行政に画期的な職権が付与 

 

宇部市消防本部を渡辺翁記念会館内（宇部市消防署と同一箇所）に移

転 

 

厚東、二俣瀬、小野、東岐波の４村が合併 

 

消防団の機構改革を行い、１１個分団、６００人に統合 

 

宇部市消防本部及び宇部市消防署を常盤町二丁目、郵便局庁舎北隣の

新庁舎に移転 
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（西暦）  年  月  日 沿    革 

1963年 昭和３８年 ９月１０日 

 

 

1970年 昭和４５年１１月 

 

1977年 昭和５２年 ４月 １日 

 

1977年 昭和５２年 ４月 １日 

 

1978年 昭和５３年 ４月１８日 

 

 

1980年 昭和５５年 ４月 １日 

 

 

1982年 昭和５７年１２月 ６日 

 

1988年 昭和６３年 ３月３１日 

 

1989年 平成 元年 １月１９日 

 

 

1990年 平成 ２年１１月３０日 

 

 

1991年 平成 ３年 ８月 ７日 

 

1992年 平成 ４年１１月 ６日 

 

1995年 平成 ７年 ４月 １日 

 

 

1995年 平成 ７年 ８月 １日 

 

 

1996年 平成 ８年 ４月 １日 

 

1996年 平成 ８年１０月 １日 

 

1997年 平成 ９年 ４月 １日 

 

1998年 平成１０年 ４月 １日 

 

1999年 平成１１年１０月 １日 

 

消防法の一部改正により、救急業務が制度化され、救急車１台を配備

して、救急隊を編成 

 

宇部市消防団の事務局を市長部局から消防本部総務課へ移管 

 

阿知須町から同町の救急業務に関する事務を受託 

 

宇部市消防本部消防職員共済会設立 

 

厚南中野に厚南消防出張所を建築、業務を開始し、職員定数を９７人

に増員 

 

西岐波西大道に東部消防出張所を建築、業務を開始し、職員定数を１

２４人に増員 

 

山口宇部空港内に空港分遣所を設置 

 

山口宇部空港内の空港分遣所を廃止 

 

宇部市消防本部及び宇部市消防署を港町二丁目の新庁舎に移転し、消

防緊急情報システムを導入 

 

高齢化社会に伴い、緊急時の通報として宇部市緊急通報システムを構

築し、集中管理センターを消防本部通信指令室に設置 

 

救急救命士養成のため、救急救命中央研修所に職員を派遣 

 

救急救命士及び高規格救急自動車による高度処置救急隊の運用開始 

 

二俣瀬に北部消防出張所を建築、業務を開始し、職員定数を１６１人

に増員 

 

宇部地区地震連絡協議会を設立（同年７月３１日）し地震発生情報伝

達システムの運用を開始 

 

消防の充実強化を図るため、職員定数を１６４人に増員 

 

宇部市消防職員委員会設置 

 

消防の充実強化を図るため、職員定数を１７０人に増員 

 

西部消防出張所を西消防署に昇格し、職員定数を１７６人に増員 

 

消防緊急通信指令施設更新 
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（西暦）  年  月  日 沿    革 

2000年 平成１２年 ４月 １日 

 

 

2000年 平成１２年１０月 １日 

 

2002年 平成１４年 ４月 １日 

 

2002年 平成１４年１０月１６日 

 

 

2003年 平成１５年 ８月 １日 

 

 

2004年 平成１６年１１月 １日 

 

 

 

 

2007年 平成１９年 ３月 １日 

 

 

2007年 平成１９年 ４月 １日 

 

2008年 平成２０年 ５月３０日 

 

 

2009年 平成２１年１０月３１日 

 

2011年 平成２３年 ３月１４日 

 

 

消防の充実拡充強化を図るため、職員定数を１８４人に増員し通信指

令部門を通信指令課として独立 

 

阿知須町から同町の消防業務を受託し、業務開始 

 

中央消防署に救助係を設置 

 

中国・四国ブロック緊急消防援助隊合同訓練を、阿知須町きらら浜で

実施 

 

救命率向上を図るため、山口大学医学部付属病院と相互協力し、救急

車医師同乗システム（通称:ドクターカー）運用開始 

 

楠町との合併により楠消防出張所を開設し、１本部、２消防署、３出

張所、職員定数を１９４人とした。 

また宇部市消防団の定数を宇部消防団５６０人、楠消防団１８０人と

した。 

 

高規格救急自動車１台を導入し、保有する７台全ての救急車の高規格

化が完了 

 

宇部消防団に方面隊を組織し、定数５２０人に変更 

 

宇部市危険物安全協会と宇部市防火協会を統合し、宇部市防災協会を

設立 

 

山口市阿知須区域の事務受託を廃止 

 

緊急消防援助隊（車両４台、１３人）を東日本大震災の被災地へ派遣 
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（２）小野田市消防の沿革 

（西暦）  年  月  日 沿    革 

1898年 明治３１年 ２月 

 

1908年 明治４１年 ９月 

 

1939年 昭和１４年 ４月１５日 

 

1940年 昭和１５年１１月 ３日 

 

 

1947年 昭和２２年 ６月２７日 

 

 

1948年 昭和２３年１２月 １日 

 

1949年 昭和２４年 ５月 １日 

 

 

 

1950年 昭和２５年 ４月 １日 

 

1951年 昭和２６年 １月１８日 

 

1951年 昭和２６年 ８月 ３日 

 

 

1955年 昭和３０年 ５月３０日 

 

 

1963年 昭和３８年 ３月 ９日 

 

1963年 昭和３８年 ４月 １日 

 

1964年 昭和３９年１２月１１日 

 

 

 

1965年 昭和４０年１０月 １日 

 

1970年 昭和４５年１２月 １日 

 

1977年 昭和５２年１０月１７日 

 

 

1978年 昭和５３年１２月 ５日 

須恵村に公設消防組を設置 

 

高千帆村に公設消防組を設置 

 

小野田・高千帆両町の消防組を警防団に改名 

 

小野田町と高千帆町が合併して小野田市となり、両町の警防団は小野

田市警防団と再編 

 

小野田市消防団を結成し、団本部と８個分団を編成、４５０人の組織

を設置 

 

市役所社会課内に小野田市消防本部を設置 

 

小野田市大字小野田５９９３番地へ消防本部を設置し、当市消防行政

は市の一般行政から独立、消防職員の定数は消防長以下５人で、消防

業務を開始 

 

小野田市消防団員の定員を４５０人から２７５人に改正 

 

消防団第２分団の水上部を独立させ、水上分団を設置 

 

市長、消防長、団長、市議会議員４人、一般有識者１０人により消防

委員会を設置 

 

高松宮殿下を迎え、消防自動車８０台、消防職団員３, ０００人によ

る山口県消防機関連合訓練大会を挙行 

 

小野田市大字小野田５８９６番地の１に消防本部・署庁舎を新築移転 

 

小野田市危険物安全協会を設立（１０事業所） 

 

非常災害連絡用として消防無線局を開局 

・基地局（１０Ｗ １基） ・陸上移動局（１０Ｗ ３基） 

・携帯陸上移動局（１Ｗ ２基） 

 

救急業務を開始 

 

小野田市化学消火剤共同備蓄会を設立（３４事業所） 

 

大型化学消防自動車、大型高所放水車、泡原液搬送車を配置 

仮眠室及び車庫を増築 

 

一斉指令装置を設置 
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（西暦）  年  月  日 沿    革 

1981年 昭和５６年 １月 ６日 

 

1983年 昭和５８年 ７月 １日 

 

1985年 昭和６０年 ６月 １日 

 

1985年 昭和６０年 ７月１９日 

 

1985年 昭和６０年 ９月 １日 

 

1987年 昭和６２年１１月１１日 

 

1990年 平成 ２年 ５月２３日 

 

1992年 平成 ４年 ４月 １日 

 

1993年 平成 ５年 ４月 １日 

 

1995年 平成 ７年 ９月 １日 

 

1995年 平成 ７年１０月２４日 

 

1996年 平成 ８年 ４月 １日 

 

1997年 平成 ９年 ３月２６日 

 

1999年 平成１１年 ３月２５日 

 

1999年 平成１１年 ４月 １日 

 

 

1999年 平成１１年 ７月 １日 

 

2000年 平成１２年 １月２０日  

 

2000年 平成１２年 ３月２９日 

 

2000年 平成１２年 ６月 ８日 

 

2002年 平成１４年 ３月２７日 

 

 

2002年 平成１４年１０月１７日 

 

2005年 平成１７年 ３月２１日 

ホース乾燥塔、テレビ監視装置設置、庁舎増築 

 

機構改革により、新たに予防課を設置、総務課に消防団係を設置 

 

石井手保育園に幼年消防クラブを結成、以後６保育園がクラブを結成 

 

刈屋婦人防火クラブを結成 

 

小野田市防火委員会を結成 

 

全国消防長会危険物委員会を開催 

 

山口県消防大会を開催 

 

女性消防団員１０人を採用 

 

消防職員定数を５４人から５７人に増員 

 

県下初の地震を想定した山口県総合防災訓練を実施 

 

山口県幼年消防大会を開催 

 

高規格救急自動車を新規配備し高度救急業務を開始 

 

耐震性貯水槽（１００ｔ）新設、以後市街地に９基設置 

 

消防緊急通信指令施設（Ⅰ型）が完成 

 

小野田市高栄一丁目６番１号へ消防本部・消防署庁舎を新築移転し、

供用開始（本庁舎：鉄筋コンクリート一部鉄骨造２階建） 

 

きららビーチ完成に伴い、消防署に水難救助隊を設置 

 

消防訓練塔完成（主塔：Ｈ＝１７. ５ｍ、補助塔：３階建） 

 

化学消火薬剤備蓄タンク（２０ｋｌ）及び消火薬剤倉庫が完成 

 

山口県危険物安全大会を開催 

 

小野田市消防団が地域活動功労による消防庁長官表彰を山口県で初

受賞 

 

全国消防長会予防委員会を開催 

 

小野田市消防委員会を廃止 
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（３）山陽町消防の沿革 

（西暦）  年  月  日 沿    革 

1948年 昭和２３年 ８月 

 

1956年 昭和３１年 ９月 

 

1963年 昭和３８年 １月 

 

1971年 昭和４６年 ４月 

 

1973年 昭和４８年 ６月 

 

 

1974年 昭和４９年１０月 

 

 

 

1974年 昭和４９年１２月 

 

1981年 昭和５６年 ４月 

 

 

1984年 昭和５９年 ２月 

 

1993年 平成 ５年 ３月 

 

1993年 平成 ５年 ７月 

 

1994年 平成 ６年 ３月 

 

1994年 平成 ６年１１月 

 

2000年 平成１２年 ８月 

 

2002年 平成１４年 ４月 

 

2003年 平成１５年 ６月 

 

2004年 平成１６年 ４月 

 

2004年 平成１６年 ５月 

 

2004年 平成１６年１０月３１日 

 

2004年 平成１６年１１月 １日 

厚狭町消防本部を設置 

 

厚狭町と埴生町が合併し山陽町となり、山陽町消防本部を設置 

 

山陽町危険物安全協会を設立 

 

楠町と救急業務に関する事務委託協定を締結 

 

山陽地区消防組合を設立（許可番号：指令地方第３２７号） 

山陽町と楠町で消防に関する事務を共同処理 

 

楠出張所開設、職員６人、消防ポンプ車、救急車、連絡車の３台配備

し業務開始。埴生出張所（旧埴生消防事務室）も職員５人で開設し、

消防団消防ポンプ自動車を管理 

 

山陽署車庫を増築 

 

埴生出張所完成、職員７人、水槽付消防ポンプ車、救急車、連絡車の

３台を配備 

 

山陽署車庫を増築 

 

消防緊急通信指令施設（Ⅰ型）を設置 

 

消防組合発足２０周年記念式典を開催 

 

消防用無線中継局を松嶽山に開局 

 

山陽署事務室等増築 

 

山口県総合防災訓練を実施 

 

高規格救急自動車を山陽消防署に配備し高度救急業務開始 

 

山口県危険物安全大会を開催 

 

職員８人を（内３人救急救命士）採用し実員６４人に増員 

 

山口県消防大会を開催 

 

組合構成団体の楠町が宇部市と合併、山陽地区消防組合を解散 

 

山陽町消防本部を設立 

１本部１署１出張所、消防職員５４人で業務開始 
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（４）山陽小野田市消防の沿革 

（西暦）  年  月  日 沿    革 

2005年 平成１７年 ３月２２日 

 

 

 

 

 

 

 

2005年 平成１７年 ９月１７日 

 

 

2006年 平成１８年 ３月２０日 

 

2006年 平成１８年 ５月２８日 

 

 

2006年 平成１８年１０月 １日 

 

2007年 平成１９年 ４月 １日 

 

 

 

2007年 平成１９年 ４月１２日 

 

2007年 平成１９年 ９月１５日 

 

 

2008年 平成２０年 ３月１８日 

 

2011年 平成２３年 ３月１４日 

 

 

小野田市と山陽町の合併により、山陽小野田市が誕生したことに伴

い、常備消防は、２消防本部が統合して山陽小野田市消防本部（山陽

小野田市高栄一丁目６番 1 号）が発足、１本部２署１出張所、条例

定数１１０人の消防職員による消防体制で消防業務を開始 

一方、非常備消防も２市町の消防団が統合し、１団本部、２２分団、

条例定数５０３人による消防団組織を編成 

 

 

山口県消防操法大会応急小型ポンプの部において埴生連合分団が初

優勝及び応急自動車ポンプの部において高千帆分団が準優勝 

 

消防緊急通信指令システム（Ⅰ型）を更新 

 

消防学校フェスタで従来の幼年消防クラブ大会に替えて、本市引受け

によるちびっ子防火フェアを開催 

 

女性消防団員を６人新たに採用、女性消防団員１６人 

 

山陽小野田市消防団は合併協定事項に基づき、小学校区を基本に統

合、合併当時の２２個分団を１３個分団に再編し、消防団員定数も５

０３人から４８５人に改正、業務開始 

 

出合分団及び厚陽分団の車庫完成に伴い、分団車庫引渡披露式を実施 

 

山口県消防操法大会応急操法小型ポンプの部において厚狭北分団が

優勝 

 

厚狭北分団の車庫完成に伴い、分団車庫引渡披露式を実施 

 

緊急消防援助隊（車両２台、５人）を東日本大震災の被災地へ派遣 
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（５）宇部・山陽小野田消防組合の沿革 

（西暦）  年  月  日 沿    革 

2008年 平成２０年 ５月 

 

 

 

 

2009年 平成２１年１１月２０日 

 

 

 

 

2009年 平成２１年１１月２０日 

 

2010年 平成２２年 ２月１３日 

 

2010年 平成２２年 ５月２０日 

 

2010年 平成２２年 ８月１１日 

 

2010年 平成２２年１０月１５日 

 

2010年 平成２２年１１月１５日 

 

2011年 平成２３年 １月 ４日 

 

 

 

2011年 平成２３年 ２月１６日 

 

2011年 平成２３年 ３月２９日 

 

2011年 平成２３年 ５月３１日 

 

2011年 平成２３年 ６月２９日 

 

2011年 平成２３年 ７月２０日 

 

2011年 平成２３年 ８月 １日 

 

2011年 平成２３年１０月２０日 

 

2011年 平成２３年１０月２０日 

 

山口県は、消防組織法の一部を改正する法律（平成１８年法律第６４

号）及び市町村の消防の広域化に関する基本指針（平成１８年７月１

２日消防庁告示第３３号）を受け「山口県消防広域化推進計画」を策

定 

 

宇部市と山陽小野田市は、市街地や石油コンビナートが一体化しさら

に都市形態も類似しているため、効果的かつ効率的な消防体制の構築

が図られると考え、「 宇部市・山陽小野田市消防広域化検討委員会」

を設置し、消防の広域化について検討を開始 

 

第１回宇部市・山陽小野田市消防広域化検討委員会開催 

 

第２回宇部市・山陽小野田市消防広域化検討委員会開催 

 

第３回宇部市・山陽小野田市消防広域化検討委員会開催 

 

第４回宇部市・山陽小野田市消防広域化検討委員会開催 

 

第５回宇部市・山陽小野田市消防広域化検討委員会開催 

 

第６回宇部市・山陽小野田市消防広域化検討委員会開催 

 

宇部市と山陽小野田市は、両市の消防広域化に係る広域消防運営計画

の作成及びこれに附帯する事務を共同して行うため、「宇部市・山陽

小野田市消防広域化協議会」を設置 

 

第１回宇部市・山陽小野田市消防広域化協議会開催 

 

第２回宇部市・山陽小野田市消防広域化協議会開催 

 

第３回宇部市・山陽小野田市消防広域化協議会開催 

 

第４回宇部市・山陽小野田市消防広域化協議会開催 

 

第５回宇部市・山陽小野田市消防広域化協議会開催 

 

第６回宇部市・山陽小野田市消防広域化協議会開催 

 

第７回宇部市・山陽小野田市消防広域化協議会開催 

 

宇部市・山陽小野田市広域消防運営計画を策定 
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（西暦）  年  月  日 沿    革 

2011年 平成２３年１１月３０日 

 

 

 

 

2012年 平成２４年 ２月２０日 

 

2012年 平成２４年 ３月３０日 

 

2012年 平成２４年 ４月 １日 

 

 

2013年 平成２５年 ３月２８日 

 

 

2014年 平成２６年 ３月 ２日 

 

山口県知事から、宇部市及び山陽小野田市の両市長に「宇部・山陽小

野田消防組合」の設置許可書が交付される。※宇部・山陽小野田消防

組合発足（平成１８年の消防組織法改正後に消防が広域化されるの

は、全国で７番目、県内では初の取り組み） 

 

第１回宇部・山陽小野田消防組合議会 定例会開催 

 

宇部市・山陽小野田市消防広域化協議会 廃止 

 

「宇部・山陽小野田消防局」が発足し、１本部４署４出張所 

定員２９８人で消防業務を開始 

 

山陽小野田市大字厚狭４８７番地９へ山陽消防署を新築移転し、竣工

式を挙行 

 

高機能消防指令センター及び消防救急デジタル無線の運用開始 
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４ 過去の主な災害等 

 

（１）宇部・山陽小野田地区における自然災害 

年 月 日 内  容 
被 害 概 要 

宇 部 市 山陽小野田市 

Ｓ17 年  

8 月 27 日 

周防灘台風により高潮

が発生、市内堤防が相次

いで決壊し市街地及び

低地に海水が浸水し、甚

大な被害をもたらした。 

死者 232 人、行方不明 65 人、

負傷者 118 人、家屋全壊 71

戸、家屋流出 472 戸、家屋半

壊 643 戸、浸水 5,082 戸 

(小野田市)死者 141 人、行方

不明 3 人、負傷者 27 人､家屋

全壊 195 戸、家屋流出 96 戸､

家屋半壊985戸､床上浸水509

戸、船舶流失 350 艘 

Ｓ28 年 

 6 月 25 日 

～6 月 29 日 

九州山口を豪雨が襲い､

約５日間にわたる記録

的な大雨となり、大きな

被害をもたらした。 

死者 1 人、家屋全半壊 29 戸、

浸水 3,707 戸、真締川堤防 

3 か所決壊、13 鉱完全水没、 

(小野田市)死者 2 人、重傷者

1人､家屋全半壊44戸､家屋流

出 1戸､床上浸水 179 戸､道路

決壊 30ヶ所､橋梁流出 4箇所 

(山陽町)厚狭川決壊、死者 6

人、負傷者 5 人、家屋全半壊

19 戸､床上浸水 1, 503 戸 

Ｈ3 年 

 9 月 27 日 

台風第 19 号は、中心気

圧 945hpa 、最大風速

45m/s の大型台風で、大

きな被害をもたらした。 

死者 1 人（太陽熱温水器落下

による）、重傷者 3 人、軽傷

者 8 人、家屋半壊 41 戸 

(小野田市)負傷者 7 人、家屋

全壊 1 戸、家屋半壊 10 戸､床

上浸水 1 戸 

(山陽町)家屋全壊 2 戸､家屋

半壊 1 戸、床上浸水 11 戸、

床下浸水 23 戸 

Ｈ11 年 

 9 月 24 日 

台風第 18 号は、中心気

圧 950hpa 、最大風速

45m/s の大型台風で竜

巻、高潮による大きな被

害をもたらした。 

重傷者 4 人、軽傷者 7 人、家

屋全壊 13 戸、家屋半壊 536

戸、床上浸水 241 戸、床下浸

水 3,408 戸 

(小野田市)重傷者12人､軽傷

者 70 人、家屋全壊 17 戸､家

屋半壊 118 戸、西部石油沖護

岸決壊､床上浸水 83 戸 

(山陽町)負傷者 5 人、住宅全

壊 32 世帯、半壊 421 世帯、

非住居の被害 215 戸、救出者

21 人 

Ｈ21 年 

 7 月 21 日 

～7 月 26 日 

梅雨前線に伴う集中豪

雨（平成 21 年 7 月中国・

九州北部豪雨）のため、

河川の氾濫等により多

くの水害をもたらした。 

家屋半壊 4 戸、床上浸水 42

戸、床下浸水 20 戸 

床上浸水 44 戸、床下浸水 221

戸、救助出動 9 件、救助人員

49 名 

Ｈ22 年 

 7 月 15 日 

梅雨前線の停滞に伴う

集中豪雨による厚狭川

等の氾濫のため､山陽地

区において多くの水害

をもたらした。 

家屋半壊１戸、家屋一部損壊

８戸、床上浸水２戸、床下浸

水６０戸 

家屋半壊 8 戸、床上浸水 446

戸、床下浸水 351 戸、救助人

員 92 名（宇部・光・岩国消

防応援隊救出を含む） 
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（２）宇部市の主な火災記録 

発生日 住  所 原因・焼損程度・損害額等 

S20. 7. 2 宇部市内 
Ｂ２９爆撃機による空襲 ４，９５３戸全焼 

罹災世帯２３，４１３世帯 死者３３６人 負傷者５９１人 

S25. 2.18 常盤町二丁目 
百貨店から出火 建物７棟焼損（１，４０４㎡） 

損害額 ２１，９８９千円 

S28. 3. 2 梶返 
中学校から出火 建物４棟焼損（５，６９０㎡） 

負傷者 ６人 損害額 ７０，０００千円 

S30.11.20 小串 
病院から出火 建物１棟全焼（２，５０７㎡） 

損害額 ２４，７１７千円 

S34. 7.11 大字藤曲 

化学工場が爆発 建物１棟（５６０㎡） 

死者１１人 負傷者３８人 

損害額 ２５０，０００千円 

S36. 4. 1 川上(男山) 
山林から出火 ３日間延焼 ４６２ｈａ焼失 

損害額 ３７，５８２千円 

S37.10.29 大字上宇部 
高等学校から出火 建物４棟焼損（９９９㎡） 

損害額 ２，７０４千円 

S40. 3.19 東海岸通り二丁目 

木工所から出火 建物１２棟焼損（１，７８８㎡） 

罹災世帯１９世帯 負傷者２人 

損害額 ３０，５０６千円 

S43. 6.12 中央町三丁目 

家具百貨店から出火 建物１８棟焼損（２，６５８㎡） 

罹災世帯２６世帯 負傷者２人 

損害額 ９３，４５８千円 

H 元.12. 7 新天町二丁目 

物品販売店舗から出火 建物１棟全焼（４，０６８㎡） 

罹災世帯３世帯 負傷者３人 

損害額 ５１０，７７６千円 

（３）旧小野田市の主な火災記録 

発生日 住  所 原因・焼損程度・損害額等 

S26. 6. 6 くし山中 
小学校から出火 校舎２棟全焼（９１９㎡） 

損害額 ７, ０４８千円 

S30. 3. 7 北栄町 
映画館から出火 建物１棟全焼（６５９㎡） 

損害額 ５, ０５０千円 

S33. 4. 8 くし山東 
高等学校から出火 校舎１棟全焼（３４７㎡） 

損害額 １, ７００千円 

S34.11.13 第一日の出町 

パチンコ店から出火 建物３棟全焼（２９２㎡） 

罹災世帯１２世帯 罹災人員４１人 

損害額 １６８, ２９８千円 

S53. 4. 9 北真土郷 
林野から出火 焼損面積２７ｈａ 

損害額 ２４, ００３千円 

S56. 7. 7 西沖 
石油精製工場（動力管理室から出火）建物１棟部分焼 

損害額 １７, １３０千円（原因は落雷） 負傷者１人 

S59. 2. 28 丸河内一区 
電気製品の倉庫から出火 建物１棟全焼（８６９㎡） 

損害額 １３４, ４１０千円 

S60. 6. 23 南真土郷 
樹脂工場から出火 建物１棟全焼（６６０㎡） 

損害額 １５１, ６７５千円 
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発生日 住  所 原因・焼損程度・損害額等 

S63. 4. 26 平和町 

専用住宅から出火 建物２０棟を全半焼（１，４８６㎡） 

罹災世帯２５世帯 罹災人員６３人 

損害額 ３４７,９７４千円 

H11. 9. 7 小野田港 
製鋼工場から水蒸気爆発が発生 溶融金属が飛散し出火建物 

は爆発により損壊したが、火災による損害はスクラップのみ 

 

（４）旧山陽町の主な火災記録 

発生日 住  所 原因・焼損程度・損害額等 

S25. 5. 15 火薬町 
化学工場内の廃酸分解から出火 建物３戸全焼（２９８坪） 

損害額 １００, ０００千円 半焼１戸 死者３人 

S26. 6. 7 本町１ 
映画館から出火 映画館（２００坪）を全焼 半焼５戸 

損害額 ８, ７５０千円 罹災世帯６世帯 

S35. 2. 20 山陽本線 
山陽本線厚狭埴生駅間「さくら」の電源車から出火 

損害額３１, ３２０千円 

S40. 3. 21 保戸 
山林から出火 山林１３. ８ｈａ焼失 

損害額 ２, ２０２千円 

S42. 6. 4 大持 
山林から出火 再燃で延べ４日間にわたり延焼 

損害額 ６, ２９１千円、山林１８. ４ｈａ焼失 

S43. 4. 30 大持 
山林から出火 山林１０. ３ｈａ焼失 

損害額 ４５８千円 

S45. 1. 16 殿町３ 
小学校校舎（木造２階建）から出火 校舎半焼（５４２㎡） 

損害額 ２, ６３４千円 

H15. 11. 8 浜崎 
「まつり山陽」前夜祭花火大会において花火の爆発事故 

損害額 ９４千円 死者２人 重症１人 軽症１人 

 

（５）山陽小野田市の主な火災記録 

発生日 住  所 原因・焼損程度・損害額等 

H17.10.24 新沖二丁目 
発電所のベルトコンベアーから出火 

損害額 ４７, ８０６千円 
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５ 応援協定等締結状況 

 

 

 

協 定 の 名 称 締 結 先 機 関 締結年月日 

１ 山口県内広域消防相互応援協定 山口県内全域の市町及び消防組合 H24.4.1 

２ 
中国自動車及び山陽自動車道 

における消防相互応援協定 

下関市･美祢市･山陽小野田市･宇部市  

山口市･防府市･周南市･下松市･光市 

光地区消防組合･岩国市･岩国地区消防組合 

H24.4.1 

３ 
県道山口宇部線における消防相互

応援協定 
山口市･宇部市 H24.3.28 

４ 
石油コンビナート等特別防災 

区域に係る消防相互応援協定 
岩国地区消防組合･下松市･周南市･下関市 H24.4.1 

５ 
「母体・新生児救急搬送マニュア

ル」に係る救急業務相互応援協定 

下関市･山口市･萩市･防府市･下松市･長門市  

周南市･柳井地区広域消防組合･美祢市 

光地区消防組合･岩国地区消防組合  

H24.4.1 

６ 
山口県消防防災ヘリコプター応援

協定 
山口県･山口県内全域の市町及び消防組合 H24.4.1 

７ 船舶消火に関する業務協定 宇部海上保安署 H24.4.1 

８ 
山口県宇部空港及びその周辺に 

おける消火救援活動に関する協定 
山口宇部空港 H24.4.1 

９ 
ガス漏れ及び爆発事故等の防止 

対策に関する申し合わせ 

都市 

ガス 
山口合同ガス㈱宇部支店 H26.4.1 

ＬＰ 

ガス 

山口県ＬＰガス協会宇部小野田支部 
H24.4.1 

山口県ＬＰガス協会厚狭支部 

10 
救急車医師同乗システムに関する

協定 
山口大学医学部附属病院 H24.4.1 

11 気管挿管実習に係る協定 山口大学医学部附属病院 H24.4.1 

12 
宇部・山陽小野田消防局地域にお

ける医療救護活動に関する協定 

山口大学医学部附属病院 

H24.4.1 宇部興産株式会社中央病院 

山口労災病院 



 


